
平成30年度「尾瀬子どもサミット」を開

催しました

尾瀬子どもサミットは、新潟・群馬・福島

３県の小・中学生が互いの交流を深めながら、

尾瀬の自然や保護活動を学ぶことを目的とし

て平成６年度から開催され、今年で23回目を

迎えました。

今年度は７月31日から８月３日にかけて、３

県の小・中学生、計57名が集まり交流を深め

ました。

フィールド

活動では、班

ごとに尾瀬の

動植物や自然

に詳しい観察

リーダーの説

明を受けな 【フィールド活動の様子】

がら、貴重な動植物の特徴や環境保護のため

の人々の努力などについて学習しました。

最終日には、県庁で報告会が行われ、新

潟県の参加者

は、一人一人

が池田教育長

の前で４日間

の学びの成果

を発表しまし

た。

【全体集合写真】

高校生アカデミック・インターンシップ

を実施しました

今年度初めての試みとして、大学進学を希

望する高校生を対象にアカデミック・イン

ターンシップを開催しました。大学での学び

が社会とつながることを実感し、学習意欲や

進路意識を高めてもらうと同時に、大学での

研究活動を体験する中で、大学の学びの先に

ある仕事についても意識してもらうことを目

的としています。

今回は新潟大学(8/20～8/24)と、新潟県立

大学(8/6、8/7)の２か所で開催し、県内の県

立高等学校１・２年生、県立中等教育学校

４・５年生の計77人が参加しました。

参加者は法学や工学など自身の興味・関心

のある分野を選択し、教員とTA(大学院生)と

ともに２日間研究活動を行いました。今後、

研究の成果や学びについてレポートをまとめ、

12月の事後研修会で発表を行う予定です。

詳 し い 内

容 に つ い

ては 1 0月

の 月 報 で

御 紹 介 し

ます。

【工学部での研究活動の様子】
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教 育ニュースライン 県教育に関する最新ニュースをお知らせします。

第824号
平成30年９月３日発行

編集人、発行人
新潟県教育委員会

＜今月号の記事＞ 対象校種
１：教育ニュースライン Ｐ１ 全種
２：県内の公立学校教職員の長期病気休暇・休職者の状況 Ｐ２～４ 全種
３：第29回全国産業教育フェア新潟大会について Ｐ５～６ 全種
４：自作映像・視聴覚教材コンクールに参加してみませんか Ｐ７～８ 全種
６：インフォメーション Ｐ９～10 全種

９月号



毎年、福利課では県内の公立学校教職員に

ついて、病気による１か月を超える長期休暇

者及び休職者（以下「休職者等」という。）の

状況を調査、集計しています。

本号では、平成29年度の状況を紹介します。

平成29年度の休職者等は377人でした。

疾病分類別で最も多いものが、精神疾患

（表１の「５ 精神及び行動の障害」）の190人

（50.4％）、続いて、新生物の66人（17.5％）

となっています。

過去10年間を見ても、休職者等の約４～５

割を精神疾患が占めており、精神疾患による

休職者等の割合は、１％前後で推移していま

す。（図１、図２参照）

また、対象は異なりますが、教育職員につ

いて休職者数を調べた文部科学省の調査によ

ると、本県の精神疾患による休職者の割合は、

平成21年以降、全国平均を下回っています。

（図３参照）

【表１ 長期病気休暇・休職者の疾病分類別の内訳】

※1 疾病分類表（ICD-10国際疾病分類準拠）等により分類

※2 表中の長期病休者とは「1か月を超える長期病気休暇者」をいう。

※3 年度内に長期病気休暇から休職へ移行した者は休職者に計上し、合計は実人数

長期
病休者

休職
者

合計
長期

病休者
休職者 合計

1 2 0 2 1 0 1
2 50 16 66 61 14 75
3 3 0 3 1 1 2
4 2 0 2 3 0 3
5 87 103 190 97 94 191
6 3 2 5 7 3 10
7 4 1 5 1 0 1
8 0 0 0 1 0 1
9 6 4 10 11 2 13
10 2 1 3 1 0 1
11 3 2 5 9 0 9
12 1 0 1 0 2 2
13 22 5 27 25 4 29
14 3 0 3 2 0 2
15 38 0 38 32 1 33

16 2 0 2 1 3 4
17 13 2 15 8 2 10

241 136 377 261 126 387

平成29年度 平成28年度

感染症及び寄生虫症

新生物

血液及び造血器の疾患ならびに
免疫機構の障害

内分泌、栄養及び代謝疾患

精神及び行動の障害

神経系の疾患

眼及び付属器の疾患

耳及び乳様突起の疾患

循環器系の疾患

症状、徴候及び異常臨床所見・異常検査
所見で他に分類されないもの

損傷、中毒及びその他の外因の影響

合    計

呼吸器系の疾患

消化器系の疾患

皮膚及び皮下組織の疾患

筋骨格系及び結合組織の疾患

尿路性器系の疾患

妊娠、分娩及び産褥

(2) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第824号 平成30年９月３日

県内の公立学校教職員の長期病気休暇・休職者の状況

福利課



【図１ 県内公立学校教職員の休職者等の状況】

※1 福利課調査により作成。人数は実人数

※2 対象職種は、教員、事務職員、栄養職員、寄宿舎指導員、学校技術員（用務員等）

【図２ 県内公立学校教職員に占める休職者等の割合】

【図３ 教育職員に占める精神疾患による休職者数の割合（％）】

※1 「平成28年度公立学校教職員の人事行政状況調査（文部科学省）」を基に作成

※2 新潟県及び新潟市の教育職員が対象。（事務職員等を含まず）
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(4) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第824号 平成30年９月３日

また、公立学校共済組合新潟支部では、

県教育委員会では、公立学校共済組合新潟

支部と共同で、教職員本人のセルフケアや管

理職によるラインケアの研修を実施するとと

もに、精神科医、臨床心理士等による相談体

制の充実や、試し出勤、職場復帰支援プラン

の作成等、職場復帰に向けた支援などに努めて

います。

平成28年度からは、すべての県立学校にお

いてストレスチェックを実施し、教職員のス

トレスへの気付きと対処を促すとともに、評

価結果を職場環境改善に活かせるよう、管理

職を対象としたストレスチェック集団分析結

果の活用研修を行っています。

各所属でストレスチェック制度への理解を深

めてもらうため、「職場の健康づくり支援事業」

の中に、ストレスチェックの診断結果に基づ

く職場環境改善のための講座を設けています。

（表２参照）

休職者等が最も多い疾患が精神疾患である

ことから、県教育委員会と公立学校共済組合

新潟支部では、メンタルヘルス対策を教職員

の健康管理対策の主要な柱として位置づけ、

引き続き取り組んでいきます。

【表２ 新潟県教育委員会のメンタルヘルス対策の概要】

※県事業のメンタルヘルス研修会（管理職・中堅教職員対象）は、市町村立学校教職員にも公開



第824号 平成30年９月３日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進します (5)

県教育委員会では、専門高校等の生徒の学

習成果を総合的に発表する全国産業教育フェ

アについて、平成31年度に新潟県で開催する

旨を文部科学省から内定をいただき、来年10

月の開催に向けて現在準備を進めております。

この全国産業教育フェアは、農業、工業、

商業、水産、家庭、看護、福祉、情報といっ

た職業に直結する科目を学んでいる全国の高

校生が一堂に会し、全国の専門高校等におけ

る特色ある教育活動の成果と魅力を発信する

ことと、産業界等との連携のもと地域や日本

の未来を担う人材の育成を期することをねら

いとして、毎年全国持ち回りで開催されてい

るものです。

開催を１年後に控え、今年度は「プレ大会」

を開催し、本格的な準備の出発点とするとと

もに、県内の専門高校、総合高校の魅力を発

信しています。本号では、この「プレ大会」

についてお伝えします。

さんフェア新潟2019「プレ大会」は、本大

会を見据えて、作品演示、体験コーナー、ス

テージ発表等を行うメイン行事と、各専門教

科に関する競技会の２つの催事を柱として開

催しています。

１ メイン行事

(1) 概要

日時 平成30年８月７日(火)10:00～15:30

会場 新潟市体育館

内容

・開会式、オープニングアトラクション

関係者挨拶及び生徒実行委員会によ

る新潟県の産業とオンリーワン企業の

紹介

・作品展示

専門高校等の実習・課題研究等で製

作した作品の展示等

・展示販売

実習等で製作した作品、製品、生産

物等の展示販売

・体験コーナー

高校の特色を生かした各種体験コー

ナー

・研究発表

文部科学省研究指定校における取組

発表、産業教育に関する研究等の発表

・外部団体による展示・体験

産業に関する団体、専門学校等によ

る、県内の産業の紹介や体験等

・閉会式、キックオフアトラクション

関係者挨拶並びに大会キャッチコピ

ー、ポスター、テーマソングの入賞作

品発表及びプレ大会の振り返り

(2) 当日の様子

県立高等学校等33校（専門高校、総合高校、

高等特別支援学校）及び私立高等学校１校が、

各ブースやステージで専門教育に関する学習

内容を発表しました。

また、外部団体７グループ（建設及び海事

産業に関する産業団体、専門学校、新潟県文

化振興課）からは、各ブースで県内産業等に

ついて紹介していただきました。

【会場の様子】

第29回全国産業教育フェア新潟大会
（さんフェア新潟2019）について

高等学校教育課
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参加者は、中学生650人を含めて約1,300人で

した。参加した中学生からは、「それぞれのブ

ースで体験などができたり話を聞いたりして

自分の進路を考えるのにとても参考になっ

た」、「高校の特色を知ることができ、とても

いい経験ができた」等の感想がありました。

また、一般来場者の方からは、「高校生が生き

生きしており、中学生も関心をもって臨んで

いたのが印象的

だった。来年は

さらに自信をも

ってアピールし

てほしいと思う」

等の御意見をい

ただきました。 【体験コーナーの様子】

２ 競技大会

(1) 高校生介護技術コンテスト

高校生介護技術コンテストは、様々な介護

場面における介護技術力等を競うもので、６

月15日(金)に八海高等学校を会場にして北信

越地区高校生介護技術コンテストの中に位置

づけて開催しました。

コンテストには、石川県、福井県、長野県

から12チーム27人が参加し、八海高校家庭福

祉科３年生の生徒29人が教員とともに大会を

運営しました。

審査の結果、

石川県立田鶴浜

高等学校が最優

秀賞を受賞し、

北信越地区の代

表として全国大

会に出場するこ

ととなりました。

また、コンテ

スト終了後に、

交流会を開催し、

各校が持つ介護

技術に関するノ

ウハウ等の共有を行いました。来年度の全国

大会運営に向けて、貴重な経験を得ることが

できました。

【コンテストの様子】

【交流会の様子】

(2) 高校生クッキングコンテスト

８月７日(火)に新潟市食育・花育センター

を会場にして、高校生クッキングコンテスト

を開催しました。

コンテストは、新潟県産米「新之助」と「郷

土の特産物」を生かした「外国からのお客様

のためのランチ」を創作し、アイデア・調理

作業・調理作品に関するプレゼンテーション

等により競うものです。

県内８校64チームの中から書類選考を通過

した８チーム16人が選手として参加し、県内

高等学校14校の生徒92人が教員とともに大会

を運営しました。

大会結果は、次のとおりです。

金賞：新潟中央高校 銀賞：巻総合高校

銅賞：新潟商業高校、新発田農業高校

当日は、コンテストを実施するとともに家

庭科に関する体験コーナー、展示コーナー、

販売コーナーを設

置して、来場者に

向けて家庭科教育

の学習成果等を発

信しました。

(3) 今後の予定

・ロボット競技大会

日付 ９月22日(土)

会場 上越総合技術高等学校

・フラワーアレンジメントコンテスト

日付 11月６日(火)

会場 新発田農業高等学校

今回お伝えした内容

の他にも、商業高校、

特別支援学校の文化祭

や、総合学科によるプ

レゼンテーション大会

をはじめとした専門教

育に関する催事を活用

して、本大会の実施に

向け準備を進めてまい

【コンテストの様子】

【本大会リーフレット】
ります。
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タブレット端末等の普及により、学習の環境

や方法がますます多様化しています。そのよう

な中で、学習場面で活用できる自作教材の作成

を奨励し、視聴覚教材の活用を促進するため、

県生涯学習推進センターでは、「自作映像・視聴

覚教材教材コンクール」を実施しています。

デジタル作品以外も募集の対象であり、指導

者の教材だけではなく、児童・生徒が自身の学

習のために作成したものでも応募が可能です。

昨年度も多くの個人・団体から応募してい

ただきました。入賞作品と入賞理由を紹介し

ます。

【社会教育・地域映像部門】

□最優秀賞

「新潟村上最北端！山北ご当地ＰＲムービ

ー 心をひとつに・・・さんぽくでまっ

ているさけの」（ビデオ）

村上市立さんぽく南小学校6年生

・映像の素材、構成、編集ともに秀逸であ

る。ふるさとへの熱い思いが、これでも

かと伝わってくる。

・大人から子どもまで幅広く関わっている

ため、製作の意図通り、地域の「交流」「愛

着」が深められる作品になっている。

□優秀賞

「～頸城鉄道物語～ コッペルじいさんの

ひとりごと」（紙芝居）

読み聞かせサークル「ワンダーランド」

・とにかく絵が美しい。各１枚１枚の構成

も分かりやすく、情報量も厳選されてい

る。地域の財産を多くの方に伝えたいと

いう思いが伝わる。

□特別賞

「糸魚川駅北大火」（紙芝居）

中村栄美子・小林 和則（昔かたり

春よこい）

・大災害となった大火をいつまでも後世に

伝えたいという思い、復興への思いがひ

しひしと伝わってくる。とても意義のあ

る作品である。

・きちんとした取材に基づいた作品であり、

苦労がしのばれる。紙芝居であるため「語

り継ぐ」という意図と合致している。

【学校教育部門】

□最優秀賞

「谷小の給食ができるまで」（ビデオ）

髙山 美結（小千谷市立小千谷小学校）

・ナレーターの掛け合いが興味をひく。疑

問や感想を投げ掛けて話が進むところが

大変効果的で、音声も鮮明である。

・普段入ることができない給食室を見るこ

とができ、子どもたちはとても興味をもって

見られる。

□優秀賞

「まるっと阿賀町 うんめいごっつお週間パ

ート２『きゅうちゃんとしょっくんのこ

んだて紹介』(ビデオ)

上原咲輝子（阿賀町立鹿瀬小学校）

・ペープサートを取り入れ、実写と組み合

わせていることが、子どもの関心をひく。

自作映像・視聴覚教材コンクールに参加してみませんか

県立生涯学習推進センター
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・学校給食に地域の店が協力して子どもた

ちに語り掛けている。子ども愛、地域愛

あふれる作品である。

「プログラミング ゲーム」（ＰＣソフト）

飯田 弘基（長岡市立四郎丸小学校）

・プログラムソフトの作成にチャレンジさ

れたことに敬意を表したい。操作性も簡

単で、ゲーム感覚で学べることが素晴ら

しい。

・Excelで作られているため利用しやすい。

プログラミングの基礎を体感できる汎用

性の高い教材である。

【児童生徒部門】

□最優秀賞

「君のいない夏」（ビデオ）

新潟市立潟東中学校チーム３年２組

・仲間や保護者等の協力を得ながら制作し

た、「思春期」と「青春」がたくさんつ

まった力作である。

・ファンタジー要素を織り交ぜながら物語

が展開されていて良い。生徒の熱演もあ

り、話に引き込まれる。

□優秀賞

「まちなカレッジ ～僕の、私のふるさと

～」（ビデオ）

燕市立燕東小学校6年生

・地域の方と連携しながら制作してある。

ふるさとの良さに目を向けた子どもたち

の思いが、表情の輝きや歌声から伝わる。

・「ないもの」に目を向けるのではなく、「あ

るもの」に目を向けることで地域の良さ

に気付かせられる作品である。

「伝えたい！つなんの温泉 ～津南町・秋

山郷の温泉ＰＲムービー～」（ビデオ）

津南町立津南小学校ひまわり学年

・老若男女とも楽しく視聴できるＰＲムー

ビーである。児童のふるさとを愛する心

が、活動を通して育っていることが伝わって

くる。

・全14箇所の紹介は、制作の意図通りの意

欲を感じる。温泉の良さだけでなく、「津

南の良さ」を感じる。

＜募集対象＞

■県内の学校に在学する児童、生徒、学生

■県内に在住、又は県内の事業所に勤務する

アマチュアの個人又はグループ

＜部 門＞

■児童生徒部門：学習の中で児童生徒（小中

高）の手で作られた映像作品

■学校教育部門：学校教育のために制作した

映像作品・視聴覚教材

■社会教育・地域映像部門：社会教育のため

に制作した映像作品／県内の地域の自然、

歴史、文化、産業等を題材とした映像作品

＜募集期間＞

平成30年9月3日(月)～平成31年1月18日（金）

詳しくは、新潟県生涯学習用法提供システ

ム『ラ・ラ・ネット』を御覧ください。

このコンクールは製作技法の優劣のみを審

査するものではありません。その教材の有効

性、利用方法、制作過程なども審査基準とし

ています。

この機会を利用して学習の充実を図ってみ

てはいかがでしょうか。学校関係者の方をは

じめ、多くの皆様からの応募をお待ちしてい

ます。

http://www.lalanet.gr.jp/
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●県立近代美術館 （長岡市）

改修工事のため休館しています
【７月２日（月）～2019年８月（予定）】

現在、新潟県立近代美術館は改修工事の
ため、休館しています。
休館期間中は学校団体の鑑賞及び職場体験

などは受付できませんので、御注意ください。

学校向けの「出前講座」について

休館中でも、美術の鑑賞に関わる内容を中
心に、学芸員が学校に出向いて授業を行う「出
前講座」を承っています。

今、注目されている「対話型鑑賞」を取り
入れた美術鑑賞の授業や、キャリア教育につ
ながる「学芸員のお仕事」について、あるい
は郷土の作家に関する内容など、御相談に応
じます。また、教員向けの「対話型鑑賞」の
研修なども承ります。

プログラムは、担当の先生と打合せの上、
作成いたしますので、ご希望の期日の３か月
前までに電話等でご相談ください。
講師料はいただきませんが、交通費のみお

支払いいただきます。

【連絡先】
新潟県立近代美術館 （担当者 宮下）
TEL：0258-28-4112

●県立万代島美術館（新潟市）

「ジブリの動画家 近藤勝也展」

図版：

「魔女の宅急便」イメージボード

©1989 角野栄子・StudioGhibli・N

宮崎駿監督も絶大な信頼を置く圧倒的な画力、魅力的
な表情、生き生きとしたキャラクターたちの動き。ス
タジオジブリ作品の輝きを支える動画家の一人、近藤
勝也氏（1963年愛媛県新居浜市生まれ）を取り上げた
本展では、氏の描いたアニメーション原画やキャラク
ターデザインの仕事を中心に、多彩な作品約500点を紹
介します。「魔女の宅急便」「海がきこえる」「崖の上の
ポニョ」をはじめ、「山賊の娘ローニャ」や広告用イラ
スト等、描くことが大好きだった少年がアニメーター
となって飛躍し、活動の幅を広げる様子を御覧くださ
い。

○会 期 開催中～９月24日(月・休)
○休 館 日 ９月３日(月)
○開館時間 午前10時～午後６時

(観覧券の販売は午後５時30分まで)
○観 覧 料 一般1,200円(1,000円)

高校・大学生1,000円(800円)
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が免除
になります。受付で御提示ください。

９月25日（火）から10月５日（金）は展示替えのた
め休館します。

県立万代島美術館
住所 新潟市中央区万代島５-１ 朱鷺メッセ内
TEL 025-290-6655 万代島ビル５階
URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/
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※ PDFファイルでご覧の方は、下線部（Webページﾞアドレス）

をクリックすると、直接該当Webページﾞへジャンプしますので

御活用ください。Webページでも御覧ください。バックナンバー

も御覧になれます。「教育月報」で検索してください。

発行所 新潟県教育庁総務課
所在地 〒950-8570

新潟市中央区新光町４番地１
電 話 025-280-5587 ＦＡＸ 025-285-3766
E-mail ngt500010@pref.niigata.lg.jp
Web版URL http://www.pref.niigata.lg.jp/kyoikusomu/
**本紙に関する御意見がありましたら、お寄せください**
＜無断転載を禁ず＞

●文化行政課世界遺産登録推進室

【世界遺産連続講座(第２回)】
「佐渡相川の文化的景観の特質と魅力」
世界遺産登録を目指す佐渡金銀山について、その歴

史・文化に関する調査成果を紹介します。

○期 日 ９月22日(土)
○時 間 午後１時30分～３時
○会 場 ほんぽーと 新潟市立中央図書館

多目的ホール
(新潟市中央区明石２－１－10)

○参加費 無料
○講 師 伊藤 毅氏

(青山学院大学総合文化政策学部教授、
東京大学名誉教授)

○定 員 100名 要事前申込み
(お申し込みは下記へお電話ください。)

【相川金銀山 道遊の割戸】

新潟県教育庁文化行政課世界遺産登録推進室
住所 新潟市中央区新光町４－１
TEL 025-280-5726
URL https://www.sado-goldmine.jp/

●県埋蔵文化財センター（新潟市）

夏季企画展「丸木舟の考古学」
を開催中
かつて潟湖が広がっていた越後平野で行き交う人
々に欠かせなかった丸木舟。本展では、阿賀野市
石船戸東遺跡から見つかった長さ約5.5ｍの鎌倉時
代の大型丸木舟を初公開します。そして、県内の
縄文時代から江戸時代の丸木舟や櫂など35点を展
示し、丸木舟の歴史を探ります。

【上越市一之口遺跡 平安時代の舟形・櫂形】

〇会 期 開催中～12月９日(日）
○時 間 午前９時～午後５時
○休館日 会期中は無休
○観覧料 無料

新潟県埋蔵文化財センター講演会
第６回「蔵ノ坪遺跡―物資輸送の中継
地、川の津を探る―」
平安時代初めの胎内市蔵ノ坪遺跡は「津」墨書

や、国司館に納める荷に付いていた木簡の出土か
ら港と考えられます。古代の津について考察しま
す。

【胎内市蔵ノ坪遺跡 平

安時代の墨書土器「津｣】

〇期 日 ９月９日(日)
○時 間 午後１時30分～３時30分
○会 場 県埋蔵文化財センター
○参加費 無料
○講 師 飯坂盛泰（新潟県埋蔵文化財センター）
○定 員 80人（当日定員になり次第締切）
○申込み 不要（手話通訳・要約筆記が必要な方
は２週間前までにご連絡をお願いします）

県埋蔵文化財センターでは学校向けの教育支援
プログラムを用意しています。詳しくは下記ホー
ムページを御覧ください。

新潟県埋蔵文化財センター
住所 新潟市秋葉区金津93番地１
TEL 0250-25-3981
E-mail niigata@maibun.net
URL http://www.maibun.net

まいぶんちゃん

【阿賀野市石船戸東遺跡の丸木舟】


